【広告業】
	職種：媒体　　職務：メディアプランニング

【概要】

予算内で最も効率的な広告効果を達成するための計画を立案し、媒体選択を行う仕事。

【仕事の内容】

メディアプランニングの仕事は、大別すると以下のとおりである。

①広告戦略の確認

　メディアミックスを念頭に置いたうえでクライアントの広告戦略を理解する。
②媒体・ユニット・ビークルの選択

　クライアントの希望を予算の範囲で実現できる媒体・ビークル・ユニットの選択や組み合わせなどの提案を行う。
③広告効果の評価

　立案したメディアミックスの効果を予測し、立案中の媒体計画にフィードバックする。また、事後には広告効果を検証し、次期媒体計画に活用する。

【求められる経験・能力】

（１）　広告目的や目標、訴求ターゲット、訴求地域、訴求時期など、媒体計画を立てるうえで必要となるクライアントの基本的なニーズを明確に確認しなければならない。

（２） 選択された媒体クラス、媒体ビークル、出稿単位について、出稿時期や訴求エリアの調整を行う判断能力が求められる。

（３）　常に世の中の動きやトレンドを把握し、クライアントや競合他社の媒体別広告ターゲットや時期、地域などの情報収集をし続ける根気強さが求められる。

（４）　媒体の消費者への到達度を表す各種指標の意味や内容を理解し、結果の表面的な意味だけでなく、数値が表われた背後にある要因を分析できる洞察力が必要となる。

【関連する資格・検定等】
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